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社会状況により、スケジュールや
開催方法が変更になる場合が
ございます。ご了承ください。

本プログラムについて、日程、講師、テーマ、内容、場所（都内中央区を予定）などが変更になる場合がございます。最終のご案内については、必ず当協会のホームページで募集要項をご確認ください。

一般社団法人マーケティング共創協会 https://cms.marketing.or.jp/ 03-3297-3141

2022年4～6月 マーケティング創造研究会(CMS)予定
4/14(木)
14:00～16:00
＋放課後座談会

■谷村氏：多岐にわたる業種で1000社以上のクラ
イアントへの海外戦略、成⾧戦略(中⾧期計画)、
新規事業開発など豊富な経験を有する。
■坂井氏：リサーチ会社(国内外のリサーチ業務)、
経営コンサルティングファーム(業務改善や財務
領域のコンサルティング業務)を経てgr.a.mに参画。

経営企画部門 海外事業部門
新規事業企画部門 マーケティング部門

海外事業 新規事業導入に興味のある方

グローバル市場の開拓に学ぶ
新規市場開拓の勘所

アジア市場への新規進出支援を行った事
例をもとに、グローバルマーケット開拓の進
め方と必要なチェックポイントを紹介する。

4/27(水)
14:00～16:00
＋放課後座談会

久樂 英範 氏

ライオン株式会社
エクスペリエンスデザイン

ソーシャルコミュニケーションディレクター

SE/プログラマーと映像/コンテンツの
企画制作を経験後、博報堂グループでデジ
タルを軸にブランドプロモーションから
サービス開発までプロデューサー兼プラン
ナーとして従事。2022年より現職。

SDGs・サステナビリティ部門 経営戦略部門
宣伝・広報部門 マーケティング部門

社会課題への企業の取組みに
ご興味のある方

若手実務者 プロジェクトリーダー
～マネージメント層

ライオンが取り組む
「健康な生活習慣づくり」

新型コロナウイルス感染症の拡大による行動
様式の変化、地球温暖化によるサステナブルな
社会への希求など、毎日の暮らしと密接に関わ
るライオングループの社会的な使命は近年益々
拡大。ライオンでは「より良い習慣づくりで、人々
の毎日に貢献する」をパーパスに掲げ、130年
の⾧きにわたり「事業を通じて社会のお役に立
つ」ことを変わらぬ使命としてきた。

サステナビリティの最重要課題「健康な生活習
慣づくり」に関する取組みについて紹介する。

■ライオンの歴史と社会貢献活動
■パーパス＆ビリーフス
■サステナビリティ重要課題への取組み
■社会貢献活動の具体的事例
■社会活動から得られること/与えられること
■プロジェクトリードしていくために

5/12(木)

大久保 泰介 氏

株式会社PETOKOTO
代表取締役

ユニクロUK/PARISでマーケティングに従事
した後、グリーでグローバル採用マーケ
ティング、財務管理会計に従事し起業。
起業する3年前まで犬猫が苦手だった珍し
い起業経緯。

商品企画・開発部門
マーケティング部門 経営層

ソリューションによる課題解決に
興味のある方

ペット市場の最新トレンドと
日経トレンディヒット予測に

ランクインした
新市場を創出するノウハウ

日本では15歳未満の子供の数を上回る
ペットが飼育され、家族同然の存在として
暮らすペットの家族化に伴い、成⾧市場
として期待されるペット市場。

国内/海外の最新トレンドからD2C領域
で新市場を創出するノウハウまでを紹介
する。

■ペット市場のトレンド
■ペットテック市場のトレンド
■起業の経緯
■ゼロイチビジネスモデル構築のノウハウ
■D2Cマーケティングのノウハウ

5/26(木)
14:00～16:30
＋放課後座談会

■Day1:私たちのAsis篇

with コロナ/with リスクの時代は、私たち
にとってどのような意味があるのかを考える。

マーケティング活動の地殻変動を踏まえ、
社会に属する1人の生活者として“今”
私たちはどこにいるのかに焦点を当てる。

◇話題提供①
:With コロナ、With リスク
生活者研究センター⾧より話題提供

◇共創WS①
:マーケティングパーク実践
「パーパスを掲げる前に、
“今”私たちはどこにいると思うか」

6/22(水)

和田 悠 氏

株式会社Mizkan Holdings
新規事業開発 マネージャー

R&D1年、日本のマーケティング8年、アジ
ア/北米/欧州のマーケティング5年、新規事
業開発2年の経験を持つ。
現在は新規事業ZENBでのマーケティング業
務に従事。

商品企画・開発部門 マーケティング部門
社会課題への企業発信にご興味のある方

新規事業 ＺＥＮＢの
顧客の声への

向き合い方 / 活かし方

お客様への新価値提案に向けて、マーケ
ティング部門で実施していること、大切に
していることを新規事業ブランド「ZENB」
の開発秘話を交えて紹介する。

■ZENBとしての10年後のありたい姿
■DTCならではのお客様の声への
向き合い方、活かし方

■ZENBでの商品開発エピソード
■常に意識し大切にしている想い/考え
など

■海外ビジネス成功の為に必要な
プロセスを解説

■以前に増して流動性があるグローバル
マーケットでいかに勝ち抜くか

■コロナ前後のグローバルマーケットの
変化

■グローバルマーケットの変化に伴う
新たなマーケティング戦略

■新興市場開拓におけるパートナー探し
の落とし穴

■必ず押さえるべきビジネスモデルの
作り方

■現地成⾧企業事例

14:00～16:00
＋放課後座談会

本プログラムについて、日程、講師、テーマ、内容、場所（都内中央区を予定）などが変更になる場合がございます。最終のご案内については、必ず当協会のホームページで募集要項をご確認ください。

一般社団法人マーケティング共創協会 https://cms.marketing.or.jp/ 03-3297-3141

一般社団法人マーケティング共創協会 マーケターの脳を刺激するプログラム 社会状況により、スケジュールや
開催方法が変更になる場合が
ございます。ご了承ください。

谷村 真 氏

株式会社gr.a.m
代表取締役社⾧

兼CEO
坂井 聡佑 氏

株式会社gr.a.m
グローバルリサーチ

マーケティング部 部⾧

若手・リーダー層の実務者から
マネジメント層まで

若手・リーダー層の実務者から
マネジメント層まで

■田中氏：電通リサーチ、電通にて生活者データベースの開発、広告コニュニケーション戦略立案
におけるデータ活用などを担当後、楽天を経て、2013年インテージ入社、2020年より現職。カン
ファレンス登壇や記事執筆も多数。
■鮎澤氏：飲料メーカー、航空会社、電通リサーチを経て、インテージ入社。中央官庁、化粧品・
雑貨メーカー等の市場調査、および、エスノグラファーとして、100以上のイノベーションデザイ
ンプロジェクトに携わる。2014年より『デ・サインリサーチ』を立ち上げ推進している。

マーケター 開発担当者 R&D関係者
未来創造に向けて語り合いたい方

“これからの自分 事業 社会”のために、自分で考え直したい方
自ら閃きを得て、対話を通じて意志を立ち上げたい方

若手・リーダー層の実務者から
マネジメント層まで

共創するソサエティデザイン

田中 宏昌 氏

株式会社インテージ
生活者研究センター

センター⾧

鮎澤 留美子 氏

株式会社インテージ
デ・サインリサーチグループ

マネージャー

■Day2:私たちのTobe篇

これからの社会を共創しデザインしていく。

社会、組織、マーケターとして“これから”の
私たちのありたい姿を描く。

◇話題提供②
:大きな社会課題を考えるための
生活者調査研究の共有

１）SDGs自主調査＋α
4+1か国調査

（日本/韓国/タイ/マレーシア/USA）
サステナブル・ブランド横浜より
グローバルの潮流

２）2025年
マーケティング業界への期待
~グローバルマーケター2000人調査より~

◇共創WS②:マーケティングパーク実践
「“これから”の私たちのありたい姿（仮）」

Online
Workshop

6/9(木)
14:00～16:30
＋放課後座談会

15:00～17:00
＋放課後座談会

若手・リーダー層の実務者から
経営層まで

Online
Workshop
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社会状況により、スケジュールや
開催方法が変更になる場合が
ございます。ご了承ください。

本プログラムについて、日程、講師、テーマ、内容、場所（都内中央区を予定）などが変更になる場合がございます。最終のご案内については、必ず当協会のホームページで募集要項をご確認ください。

一般社団法人マーケティング共創協会 https://cms.marketing.or.jp/ 03-3297-3141

2022年7～9月 マーケティング創造研究会(CMS)予定
7/21(木)

15:00～17:00
＋放課後座談会

花王の販売会社にてエリア営業と大手流通チェーン
を担当後、マーケティング/Eコマースの営業マネ
ジャー/全社DX推進などを経験し、現在はDX戦略推
進センターECビジネス推進部で、Eコマース戦略を
担当。日経MJフォーラム/宣伝会議/ラジオ番組パー
ソナリティなど外部での活動にも積極的。

新規事業企画 商品企画・開発部門
ECの活用、これからの販売に興味のある方

■今後のEC市場の予測

■IT技術の活用によるEC市場への影響
■Eコマースで販売する為の基本活動とは
■様々なEコマースプラットフォーマー台頭

■ECチャネル戦略の考え方
■今後到来する、Eコマースのビジネスチャンス

8/31(水)
15:00～17:00
＋放課後座談会

■柘植氏：データをフル活用したマーケティン
グ・販促活動に10年以上従事。現在は『データ活
用支援事業』を、新規事業として幅広く展開中。
■山本氏：『データ活用支援事業』において、顧
客の伴走支援に従事。データ分析の支援だけでは
なく、データを基に意思決定できる組織の構築を
顧客とともに目指している。

キーエンスの高収益を支える
"データを活用した

商品マーケティング"

キーエンスの社名の由来は、Key of Science。
営業利益率50％を超える高収益は、データを活
用して顧客を解像度高く捉え、科学的に商品企
画/マーケティング/営業を進めることが支えている。
現在は自社のデータ活用ノウハウを凝縮した「デー
タ分析ソフトウェアKI」を活用し、消費財メーカー
の商品企画部門などのデータ活用を数多く支援
している。具体的に以下について紹介する。

9/14(水)
15:00～17:00
＋放課後座談会

大手メーカーが目指す
Eコマース戦略

「大手メーカーが目指す、Eコマース戦略」

リーダー層の実務者から
マネジメント層・経営層まで

大川 浩基 氏

株式会社A
代表取締役

2011年に東京理科大学理工学部を卒業し、翌
年2012年に株式会社Aを創業し現職。2013年に
早稲田大学ファイナンス研究科を卒業し同年、
Wemakeサービスβ版を開始。2015年、大企業
向けにWemakeをリニューアル。2017年には中
小企業向けにWemakelab（非公開）を開始。

社外の知と共創する意義

技術や流通、人々の価値観など、様々な変化が
起きる現在、多くの企業にてイノベーションが求め
られ、様々なチャレンジが行われている。そうした中
で、Wemakeによる「外部の知恵を生かす仕組
み」は、新商品開発、新規事業創出、新技術/
素材の用途探索にて多くの大企業に活用されて
いる。
「社外の知」を活用したWemakeがなぜ求められ
るのか?なにに価値があるのか?等のサービス紹
介や今後の「社外とのイノベーションの可能性
（起こりうる未来）」について言及する。
■企業による新価値創造における課題
■新価値創造を実現するための仕組み
■社外の知を活用した

オープンイノベーションの活用
■ユーザーイノベーションの可能性
■社外とのイノベーションによって起こりうる未来

新規事業企画 商品企画・開発部門 R&D部門
イノベーションにつながる外部アイデアの活用

にご興味のある方

6/30(木)
14:00～16:00
＋放課後座談会

井上 岳久 氏

井上戦略PRコンサルティング事務所
代表

戦略広報/戦略PRコンサルタント、マーケティ
ングPRプランナー。最先端の経営戦略「戦略
広報経営」研究および実践の第一人者。指導
先は中央官公庁や地方自治体から大学/大企業/
各種業界団体/中小企業まで1,000社以上にわた
り、PRに関する講演は年間100回以上実施。

商品企画・開発部門 マーケティング部門
新しい自動販売機の可能性にご興味のある方

若手・リーダー層の実務者

■世界で注目されるマーケティングPR、
戦略広報とは何か?

■マーケティング×広報PRの最新の
潮流

■マーケティングPRに自動販売機
ビジネスが最適なワケ!

■自動販売機ビジネスとは何か?
■なぜ自動販売機ビジネスが注目

されているのか?
■ユニーク自動販売機ビジネスの

成功事例の紹介 / 最適な商材 / 
成功ポイント / 展開法

広報PRの
戦略的マーケティング活用!

現在、ユニークな商材の自動販売機ビジネスが注目
されている。連日のようにテレビや新聞などの大手メ
ディアに多数取り上げられ、SNSでバズり情報拡散さ
れている。これは、実はマーケティングPR、戦略広報
といわれるマーケティングの有効な手法の1つである。
コロナ以降の新社会に有効なビジネスでもあり、商品
サービスの認知を高め販売増にもつながる。
今後、注目されるマーケティングの1つである。

日本だけでなく世界でも注目され、ビジネスや日常
生活でも、最近よく耳にするようになった『Z世代』と
いうワード。なんとなくどのような世代の人たちなのか
は知っていても、実際にどのような考えを持ち、何が
流行っているかなど「生態」についての理解は曖昧な
のではないだろうか?
SNSを通じてさまざまな考えや文化と触れ合う彼ら
は、今までの世代と異なる価値観を持ち、消費動
向を左右する存在でもある。
本講演では、Z世代で2022年上半期に流行ったト
レンド速報の解説や、彼らのトレンドがどのようにして
生まれ、社会にどのような影響を与えているのか。Z
世代の消費行動や価値観について、Z総研所属の
リアルZ世代を対象に調査したZ総研データと共に紐
解いていく。

8/4(木)
14:00～16:00
＋放課後座談会

スタートアップと新規事業の立ち上げやIT企
業を経て、㈱N.D.Promotionにて広報と採用を
担当。Z総研では、リアルZ世代に向けた座談
会の開催やnoteなどSNSの更新のほか、アナ
リストとしてジェネレーションギャップが生
まれるZ世代の「今」を取材している。

Z世代の生態と
消費行動について

道満 綾香 氏

株式会社N.D.Promotion 取締役
Z総研 アナリスト

商品企画・開発部門 マーケティング部門
Z世代の価値観にご興味のある方

若手・リーダー層の実務者

■そもそもZ世代とは
■Z世代からトレンドが生まれる理由
■Z世代の中での細分化（中高生/大学生）
■Z世代の消費行動について
■Z世代の価値観
■2022年上半期トレンドZ総研レポート解説

生井 秀一 氏

花王株式会社
DX戦略推進センター 部⾧

リーダー層の実務者から
マネジメント層・経営層まで

柘植 朋紘 氏
マネージャ

山本 祥武 氏

コンサルティング
データサイエンティスト

株式会社キーエンス
データアナリティクス事業グループ

商品企画・開発部門 データ分析や調査のご担当者
データ分析からの戦略立案に興味のある方

リーダー層の実務者から
マネジメント層・経営層まで

■キーエンスの高収益を支える
「商品企画」の考え方

■データを基にした顧客理解の解像度の上げ方
■「データ分析ソフトウェアKI」の

商品企画での活用事例
■消費財メーカーのデータ活用事例


